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一 色 忠 良
か レロ スー 世(CarlosI>から そ の 子 フ=リ ー ペ ニ 世(FelipeII)にか け て
,の82年間(1516～98)の 治 世 は,そ の 本 国 の ほ か に オ ー ス ト リア,ベ ル ギ ー,
オ ラ ン ダ,イ タ リア,ド イ ツ の 西 南 部,さ ら に は ク リ ス トー バ ル ・ コ ロ ン
(C∫ist6balCol6n)に続 く探 険 家 た ち に よ っ て,メ キ シ コ以 南 の 申 米 と ブ ラ ジ
ル を 除 く南 米,カ リ ブ海 諸 国 な どを 版 図 とし,イ ス パ ニ ア は,近 世初 頭 の ヨ ー
ロッパ 史 上 に い ま だ か つ て な い 繁 栄 を 見,丈 字 どお り 「イ ス パ ニ ア人 の領 土 に 太
陽 の 没 す る こ との な い 」(Noseponeelsol・enlosdominiosdelespafiol:)
とい う絶 対 主 義 的 国 家 の 偉 容 を 誇 示 し た の で あ っ た 。
近 世 の マ ド リ、一(Madrid)は,こ の フmIJ'一Ao二世 の 創 建 に か か る。
性 陽 気 な そ の 国 民 をお の が 意 思 の 下 に牧 め得 た この 勤 勉 に し て 善 良 な る国 王
は,そ こに 王 宮 を建 て る こ と を望 ん だ1由 来 そ の 地 は,寂 蓼 の 人 フ ェ リー ペ ニ
世 に と っ て,恋 慕 の地 で あ っ た の で あ る 。 新 し き首 都 は,彼 の 心 を楽 し ま せ ず
に は お か な か っ た に 違 い な い 。 か っ て は フ ェニ キ ア人 に よ る植 民 の 根 拠 地 で あ
っ た カ デ ィス(Cadiz)を は じ め セ ビ リァ(Sevilla),アル ヘ シ ラス(Algeciras)
な ど,富 裕 な る海 岸 諸 都 市 あ 多 く を もっ て い た イ ス パ ニ ア 自身 に と っ て も,そ
れ は ひ と つ の ・fンス ピ レ ー シ 。ンで あ っ た ろ う。
そ の 後 に お い て マ ド リー は,1766年の 政 府 に対 す る民 衆 の 叛 乱,1793年 の 対
仏 宜 戦 布 告,1808年5月20日 の ナ ポ レオ ン 占頒 軍 に対 す る市 民 の 果 敢 な る 抵
抗,1820～23年の 間 の フェル ナ ン ド七 世(FernandoVII)の圧 政 に対 す る叛 乱
の 場 と な り,さ らに マ リー ア ・ク リス ティー ナ(MariaCristina)やイ サ ベ ル ニ
世(lsabelII)の治 世 に あ っ て も,自 由 派 と保 守 派 の 抗 争 の 舞 台 と な り,今 世
紀 に 入 っ て は,1936～39年 の 間 の 内乱 に お い て,ミ ア 一ーハ(Miaja)将 軍 の 指
(26)人 文 研 究 第二十 輯
揮 下 に 人 民 戦 線 側 の 精 力 的 な 抵 抗 が 続 け られ,カ タ ル ニ ヤ(Catalufia)の陥 落
後 も降 服 を が え ん ぜ ず,他 方 フラ ン シ ス コ ・フ ラ ン コ(FranciscoFrancg)の'
魔 下 エ ミ リオ ・モ ー ラ(EmilioMora)将軍 に 「圧 倒 的 勢 力 を もっ て わ が 四 軍
団 は 首 都 に 迫 っ て お り,マ ド リー市 内 に は他 の 一 軍 団 が わ が 軍 に 呼 応 し て 作 戦
を援 助 し つ つ あ りρ」(Cuatrocolumnassedirigenarrolladoramentesobrela
capitalydentrode6stacontainosConunaquintacolumnaquefacilitarゑ
nuestralabor.)の言 葉 を残 せ し め た ご と くた,こ の 地 は 人 民 戦 線 の 最 も頑 強
な 拠 点 と し て 戦 わ れ た こ,とは,い ま だ に 内 外 世 入 の 記 憶 か ら消 え な い と こ ろ で
あ る。 髄 ・ 。
フ ェ リー-AO二世 が この 町 の建 設 に 力 を つ くし は じ め た1560年に は,人 口 わ ず
か2万5千 で あ っ た もの が,1600年 に は10万,1860年に は29万8千,1920年 に
は75万を 数 え,'現 在 で は161万 に 膨 脹 し イ ベ リア半 島 第 一 の 近 代 的 都 市 に 成 長
.し て い る。
い ったい申 世紀以前には半島の申央部分 は荒蕪 の地 であった。 熊が構行 し,
やま ももの密生 していたマ ドリーの地 を,い ま地理学的に案ずれば,イ ベ リア
半 島のほぼ申央 に位 し海抜730メー トル,ゆ るやか な起伏 をなす高原 の上にあ
るこの都市 は,北 に2千5百 メー トル のグァダラーマ(Guadarrama)の山脈 を
望 み,樹 木のない単調 な乾燥地帯 を形 づ くる。 ・
その高度 と乾燥 とによって気候 は極端 を示 し,気 温a)日変 化,年 変 化 が 大
で,夏 季 に塵埃の風 が高原 か ら来 ると きは ことに酷暑 を覚え,日 中 の気温が38
度に上 ること もしばしばで 南 り,夜は夜で冷 えて くると,その 日較差 沁∫30度に及
ぶ ことす らあ る。 冬季 はグ 。ダ ラーマ山脈 か ら吹 きおろす刺 すよ うな風 で,相
当寒冷 の 日もあるが,日 光 は大体豊か 。
,..マ ンサ ナー レス(Manzanares)河の北 東の丘陵地 にひ・うが る市街 は,南 北に
長 い矩形 をつ く観 古い マ ドリーの面影 をよ く偲 ばせてい るのは,南 西 部めプ.
ラーサ ・マヨール(PlazqMayor)街附近で;高 い 巾スティリア風の邸宅には木
、
柱に支えられた露台があって,そ の蔭を人々が往来してい る といつ た風 で あ
る。現在では申央 と北部の新しい地区には,広い道路と最新式の建築が美 しく建
、
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ち並 び 、tか っ て の 町 の 城 壁 の あ と は,1868年に つ く られ だ 広 い 遊 歩 道 とな っ て
い る。 町 の 申 心 は プ エ ル タ ・デ ル ・ソ ール'(Puertadelsol)で,美し い 街 路 が そ
こか ら東 へ の び る 。 市 街 の 東 端 に は,壮 麗 な レ テ ィ ロ(Retiro)公園 が 控 え てf
い る 。 近 くの プ ラ ー ド(Prado)通 りに は,知 ら る る ご と く ヨ ー ロ ッパ で も有
数 の コ レ クシ.ン を もつ 立 派 な 国 立美 術 館 渉 あ っ て,ベ ラ ■ ケ ス(Velゑzquez),
ム リt-一一・リ 。(Murillo),ゴヤ(Goya)を は じ め数 多 くの イス パ ニ ア の 生 ん だ 名
匠 の 作 品 を展 覧 に 供 し て い る 。
、
このマ ドリーは,果 していかな る存在 であろ うか。手 もとのLaroUsseの辞
書 に頼 る も,「 その古い創建 については,正 確 には何 ら知 られ る と ころ が な
い」 ので ある。
フェ リーペニ世 に よって ここに首都が置 かれ る前は とい うと,12世紀のは じ
め,ア ラゴ ンの ラ ミrl二世(RamiroII)には じめて 占領せ られ,14世 紀初頭
には レオ ン王 アル フ ォンソ十一世(AlfonsoXI)に完全 に支配 され て お り,
1473年にいた って宗教会議 が ここで開かれ,2NOビー ア(Pavia)のフ ラ ン ス 敗
退 後1525年には フランシ家コー世(FranciscoI)を捕虜 として この地に留 めて
条約調印まで釈放 しなかった ことなどが,歴 史的に この地の名 を記憶 に とどめ
させてい る。 フ ェ'リー 'A・二 世 の あ とを継 い だ フ ェ リ'一A・三世(FelipeIII)は,
い っtLZ'vバリャドリー(Valladorid)に首都 を移 したのだが,1605年には再び こ
の地 を望ん で遷都 してい る。以来マ ドリ 一ーは,な が くイス パ ニ アの芸術 お よび
学聞の申心 と もなって きたので ある。
イスパニアにおけ る首都 マ ドリーの意昧 とともに,そ の集 落形成 の過程 も内
外の学者 たちに よって調べ られて きてい るが,マ ドリーの意味および存 庄は そ
の名 と不 可分では あ りえないので,マ ドリーの地名の起源については,こ とに
今 日までその方 面の専門家た ちによって熱心 に探究 されて きてい る。13世紀に
おいて早 くもMacheritとよばれ ていた 老の名 をmaiorの音か ら思い つ い て
Maioエitumなるラテン語 が考 え られ てい る。しか し～ この地名探究に熱 度が加
え られたの は,何 といって も,マ ドリーが首都 に定 め られてか ら後 の ことで ジ
国土回復戦争後 イスパニアの地 に残留 して 改宗 した モーロ人 に関連 す るところ
壱
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く
か ら,当 時 アラビア語源の詮索 がお こなわれ たが無益 に終 ってい るので ある。
18世紀に入 って,レ バ ノン地方 出身の学者 カシ 一ーリ(Casiri)は,Macheritは
'アプ リカ音 を示す もの と云
い,ま たMacheritは真正の ア ラビア語にあ らず と
す る東邦語関係 の学者 もあって,一 時論争が あったよ うであ ち。今世紀に入っ ・
・てか らは ,つ いに何人 もそれがど この言語 に由来 す るか を論ず るものはな く,
ただわずかに ドイツか ら,Madridはゲル マ ン人士の名前で あ るとか,まtcア
テネ方 面か らは,ギ リシ ャ語源説(δ情報が もた らされL(いるに遇 ぎない。
以上の よ うな興味 と歴 史を背景 とす るこの地名 について考 慮 を め ぐらす と
き,イ スパニ ア言語学会の創始者で そ の方面 の書宿た るラモン ・メネ ンデス ・
ピダール(Ram6nMen6ndezPidal)の見解をただ さな いわけにはいかないの
だが,彼 はMadndは 「大 きな渡しあ るい は橋 」 を意味 す るケル ト語の混成語
名詞magetorituから由来す ると説 明してい る。しかし,彼 が,こ のマ ドリー
の地 名詮索 の問題 はただに難事 とい うに とどま らず,今 日までの ところほ とん
ど絶望的に思 われる,と 随処で もらしてい るところか ら推測すれば,彼 の説 も
全幅 的な信 は置 きえない ことの よ うであ る。 その後マ ヌエール ・ゴメス ・モレ
ー ノ(ManuelG6mezMoreno)な る学 者 が は じ め て 語 尾 のitに注 意 を 向 け,
・多 ぐの 地 名 例 を考 慮 に 入 れ た 結 果 ,イ ス パ ニ ア語 の 名 詞mediodia(=sur)を
思いあわ させてい る。
上記 マヌエ ール ・ゴメス ・モレー ノの所説が あってか ら,イ スパニアの首都
の名を解明せん とす る好学の 意欲 をあ らためてか き立 て られ ずにはお られ なか
った学者にハ イメ ・オ リベ ■・…ル ・アシン(JaimeOliverAsin)がお り,し ば ら
く独考研究ののちその概要 を発表 し,さ らに著述に あたって い るが,そ の後 は反
論 も新説 も見あた らない よ うで ある。 彼 は,マ ドリーはすなわちmadre(母)
な りと考 え るが,次 に そのあ らましを若干の説 明を加 えつつ示 して見たい。
マ ドリーの名 を考究してい く場 合,西ゴー ドすなわち,西暦前300年ごろダ ニュ
ーブ河西岸 か ら起bて 南下し ,5世 紀のは じめイベ リアに 侵 入 し て トレ 一ー・一ド
(Toledo)を首都 に王国 を建 て,711年 ア ラビア人に亡ぼ された,か の民 族の支
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配以前に潮 る必要はない。 なぜ な ら中核都市 としてのマ ドリーは,そ れ以前 に
は明かに存在 して いないか らであって,往 時その地 にあった ものは,マ ンサナ`.
一 レス(Manzanares)漢谷 に沿 うて展が る散 在せ る集落 にす ぎなか ったので あ
る。また,文 献的に も語源的に も マ ドリーが ケル ト族の都市であった とはむち
ん思 えないし).建築上か らもそれが 純粋 に ロ 一ーマ系 の も9)であ る節 もな い 。た
だ 確実 な ことは,西 ゴt-…ド時代に,われわれが今 日呼 ぶ旧市(antiguoMadrid)
のなかに,町 の中核が あった とい うことで ある。 そめ後 に くる回教徒 に よる都
市 は,実 は,彼 ら征 服者がす凌 て それ を残 しkわ けではないので あって,初 期6
集 落の拡大の上 にゴ回教徒た ちが強大 な城市 をつ くってい ったのであ る。 そ こ
でマ ドリーの問題 は,西 ゴー ド時代につ きるので あ る。.
先 ず,市 の周辺 の集落に眼 を向 け る と,そ れ らは,あ るい は 平 原 に あ り
(A塑vaca)・あるて・ぽ凹地 にあ り(Hitmera)・あ る い は 山麓 に南 り(Hoyo
deManzanares)で・ さま ざまだが ・なかんつ く地 名 に つ い てValdebeba・
Valdepi61agos,Vallunguera,Valdelatas(Valledele五asの意 味),Valnoque-
ralな ど を は じ めValle(谷)に 関 す る も の が 非 當 に 多 く,市 申 に 及 ぶ と,
Vallehe■mρso,Valverde,Vqlnadiiなど が あ る。 別 にNavalagamella,
Nava1afuenteなどnava(山 間 の 平 原)に 関 す る もの も存 在 す る 。 往 古 マ ン サ
ナrレ ス 河 畔 に は,分 散 し て 狩 猟 家 や 家 蓄 の 飼 育 者 た ち が 住 ん で い た が,漸 次
な
彼 らが 群居す るにい た ると,定 着 をやめて,あ らたに庇護 の場 と水 を求 めつつ
谷聞や山間の平地 や斜面 の中腹 に移 っていっだので あった。,
旧市 と呼ばれ る地域 の うち,AlcazarおよびLasVistillasの両丘陵の高 さ
が戦略的地帯 として恰好だ とすれば,そ の間の小谷 のみが湿潤の場所 とな る。
Alcazar界隈が マ ドリーの最初の地点で あっfcことについて,歴 史家tcちの 口 ・
が 一 致 し て い る よ うで あ るが,時 代 的 に 錯 断 もあ るや に 思 わ れ る。
こ こで,ひ ろ く他 の 場 所 に 眼 を や る と き,漢 谷,水 流 に係 る地 名 が,常 に河'
川 と恰 好 な 距 離 で 存 在 し て い る こ と に 気 づ く。VallecasはLaGavia河の 支
流 の 分 岐 点 に,VillaverdeはButarque河の 沿 岸 に,CarabanchelはPrado
Longo河 の 支 流 の 分 岐 点 に,Su皿asaguas、とHttmeraと はAntequina河の
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土 流 に,ま たPozueloも同 じ河 の沿岸 に,そ れぞれ所在してお り,こ れ をマ
'ドリーについ て 云 え ば ・前 述 のAlcazar,Lasyistillas両丘陵の間にあ る現
在 のSegOvia街の小谷 と推定 され るので ある。
都 市の発展化 に伴 って消滅 した支流 について ここで触れね ば な らな い の だ
が,そ れ は13世紀 にSantPedroと呼ばれていた流れ の ことで,そ の流れ の長
・ 、 期 にわた る浸 食の結果,上 記の小谷 が形成 され た もので あ り,賢 王 アル フ 、'ン
ソ(AlfonsoelSabio1221～84)が,現在 のサ ン・ペ ドロ教会のす こし上手の
前記流れの起点近 くに あった鉱泉 を市 に贈 った史実 もあって,十 分 に裏 づけ う
ることであ る。したが って,初 期 マ ドリーの基礎は,こ の小支流 であって,マ
ンサナー レス河 に沿 う他のすべての集落 の場合 も同断で ある。由来,水 路が そ
の流域 に住む住民 に とって生 活の源泉 と思われ る さい,イ ベ リア半 島 で は,
matrizすなわ ちmadredeagua(水源)'とい う観念が生 きて はた らい て い た'
もので あって,'これ にふ さわしい地勢 をマ ドリーが そな えていたか ど うかは,
十分 に検討 され る必要が あるので あ る。
ついでに,マ ドリー とい う他 の地 名に眼 を移すな らば,ベ ル セーオ(Berceo)
にMadrizがあ り,サ ンタ ンデール(Santander)にはLaMadridが あって,
前 者 は水 源地の周辺,後 者は水源地 よ り出 る小川 の両岸 にわた って所在 してい
ることが知 られ る。 また,ブ ル ゴス(Burgos)地区に もMadridがあ っ て,
サ
これ も同地 にある二つの水源地 か らくる水が相合 して 形成 され た小川の附近 に
位 置 してい る。 もう一=・・つ,ア ル メ リ 一ーア'(Almeria)にもMadridがあって,
これ も前記 とおな じ地況 に在 る。zで 終 るもので も,ま た,dで 終 るものであ
って も,こ れ らの地名は,あ とか ら'首都Madridの影響 をまぬかれ ず,と もか
くも,mtarice(lat.)塗る呼称 に由来す る もの と思料 され る。 発音上 の符合や
音声上 の一致 は,本 論 においてはその慧 ま原因にな るこどが考 え られ ないのは
当然 で,し たが って,首 都 の地名 と上記 各地のそれ とは,直 接 的な関係 にはな
く,い わば,姻 戚関係 にあると云 え よ う。なお,Madridejosとい う地 名 も各
処 に あるが,、これ も発生 原因は軌 を一 にす る もので,matriceの示 小辞の複数
・にdの 付いたMadridejosが,首都 名の影響 で,Madricejosにかわ っ た もの
～
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で ある。要 す るにMadridとMadriz,LaMadrid,Valmaddd,Madridej◎s
な どとの間の関係は,た だ単 な る同意味の地名 とい うので は な くて,そ れ ら
は,も ともと同 じ地勢上 の特 長に暗示 されて名付 け られてい るまでで,起 源 を
等 し くす るわけで ある。語尾 のdに ついて は,ま だまだ回教徒 による占領 時代
の歴 史の研究 にまたねばな らぬ ご とは云 うまで もない。
ア ラビア人の イベ リア支配 は,西 暦711～1492年の8世 紀 にわたってい る。
キ リス ト教徒の ・fスパニア人の一部 は,そ の国土が征服 され るやいなや,国 土
回復(Reconquista)の運動 を起 したので あっにが,イ スパニアの申 世社会 は,
このよ うにして,ア ラビ ア人 によ る支配 と国土回復運動の抗争のなかに 形成 さ
れてい くので あるが,こ こで,ア ラビア人の支配下に あった当時の軍事的な ら
びに文化 的環境 か ら,こ の マ ドリーを考 えてみたい。
山脈の彼方 にあったキ リス ト教徒 に対 す る砦 として,こ れ を維持す るこ とに
向け られ てい たマ ドリーの意味 の重要 さか ら眼 を お お うわけにはい か な い の
で,当 時イスパニア各地か ら実 に多 くの 回 教 徒 た ち が 集 め られていたのであ
へ
る。 この地 か ら北,山 岳地帯 に向 った彼 らも,山 中で キ リス ト教徒 た るイスパ
ニア人たちの巡 察隊に出 くわ す よ うな こ と もしば しばあった ことと想像 され
る。.・
しかし,他 面,マ ドリーは重要な文化的申心 として育 っていた こと も見逃せ
ない。 ここに著 名な法学者や数学者 も多数生れ,か つ成長 してい るので あ る。
交 化的中心 といって も,マ ドリーの場 合,常 に宗教的,軍 事的生活につなが り
を持 っていたのであって,た とえば,キ リス ト教徒 に対 す る戦いにたおれた戦
士 た ちの祭祠が行なわれ た り,戦 い を開始す るにあた っては,彼 らの聖戦 を意
義 づ けるために も,諸 々の資料 の読書や註釈 や講義 のために,有 数 の外国人 も
数 多 くこの地 を踏んだ ので あった。
征服 されたキ リス ト教徒お よびユダヤ人 たちは,回 教徒 自身の教 典の先駆 と
見なしてい る同 じ聖書の信奉者 とレ て,彼 ら自身の信仰,法 律 および慣習 を維
持してい たし,も し彼 らが望 む ものな ら,回 教 を受けいれ ることに よって,免
税 も可能 だつたのであ る。 キ リス ト教徒の主 人に任 える農奴や奴隷 た ちは,回
i1
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教 の信者にな ることに よって 自由の身を も得 ることがで きたのであった。 階級
の上下 を問わず,改 宗者が続 出した。そして,彼 らは,両 民族の文 化の伸介 と
い う歴 史的 にす こぶ る意義 のあ る役 割 を果す ことにな るので ある。 回教徒 は,
「将来 ア ラビア人 にな る人 たち」 とい うアラ ビア語 にちなんで,こ うい ったキ
リス ト教 徒 を,モ サ ラベ(mOZ2rqbe)と呼ん でい た。 また一方,回 教徒 も,し
だ い に イス パ ニ ア化 され てい?た こと も;い うまで もない・ 回教徒 とキ リス
ト教徒お よびユダヤ人 との間に混血 がお こな われ,両 者の思想,観 念 が交流す
る結果,イ スパニアの回教徒 は,そ の時代 におけ る最 高水準 の文化 を現出 した
のであった。灌概および米,砂 糖 きびな ど新 しい作物 の導入に よ り農 業はすば
らし く進展 した。 新 しい品種 によ り蓄産業 も改良 され,新 規 な方法の採 用によ
って鉱業 も進歩し,工 業 もまた著 しい発展 を見せ たのであった。 都市 とい う都
市 は繁栄 し・ すべ ての階級 の人 々が生活 を享楽 した・10世紀 におけ る回教 国王
の歳入は,今 日の2千 万 ドル!72億円)と 評価 されてい る・ ロ ン ドンや パ リ
が,い まだ小都市にす ぎなか った ごろ,コ ル ドバ(C6rdoba)には,す でに舗
装道 路がのび,水 道が完備 され,20万戸 の家屋が立 ち並び,600に お よぶ回教
寺院,900も の公衆浴場 および40万冊に達す る蔵書 を有 す る図書 館があ り,一
時は50万を越 す人 口を擁 していた もので ある。
マ ドリーは実 に当時の前線集 落の一 つで あ り,そ の中心的存在 となったので
あ る・が ・この町が認め られ て塗 の成長 をはじめtこのは ・13世紀 以 後 の こ と
で,1309年にはフ ェル ナン ド四世(FemandoIV)によって国会の場所に定め
られ,し だいに政治 的 重 要 性 を帯 びて くる。16世紀,フ ェリーペニ世時代 に
ば,す でに首都的性格 は不動の もの とな り,断 然 イベ リアの他 の諸都市 を圧倒
していたあであ るが,こ の地が フ ェリーペニ 世によって選ぼれ たのは,地 理上
国土の中心的位置 にあった こと,地 方貴族 の勢力圏外に あった こと,そ れ に附
近 によい狩猟地 があった こと㌍ どが考 え られ る。
以上に述べ た環境下 にあった マ ドリーは,前 に指摘した とお りSegovia街が
拡が って形成 され た もので,そ の申心部 は回教徒 たちによっ て 小 谷 を形 成 し
て い た 二 つ の 坂 が 盛 り1ヒげ ら れ,LasVistillas,Alcazar両高 台 の 高 さ に
樗"'
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は さまれて,そ こは守備に絶妙 な地 勢 となっアこ・元来が無防備のま まの集 落
な が ら,そ の 戦 略 的 環 境 は 十 分 に 要 塞 に か わ る条 件 を備 え て い る と,征 服 者 た
ち が 考 え た こ とが 肯 か れ る 。
南 に ア ラ ミー ン(Alamin)を,北に タ ラ マ ン カ(Talarhanca)をお さ え,マ ドci.
リー は そ の 理 想 的 地 勢 か ら,ハ ラー マ(Jarama)お よ び エ ナ ー レス(Henares)
を と お っ て,ト レ ー ド(Toledo)から メデ ィナ セ ー リ(Medinaceli)への 難 道
の 防 衛 線 上 の 基 点 とな る に い た っ た 。 西 ゴ ー ドの 一 寒 村 か ら 強 大 な る要 地 に な
る素 地 を,マ ドリ ・ー…は 十 分 に 持 っ て い た と見 るべ き で,9世 紀 の 後 半 に,ム ア
マ 。 ドー 世(MuhammadI)に よ っ て そ れ が 着 手 され た ころ の そ の 地 は,す で
に 次 の 様 相 を示 し て い た 。 す な わ ち,ア ル カ ー サ ル の 高 台 を 占 め て い た彼 らに
は,ア ル ムダ イ ナ(Al-mudaina・・一一一今 日のAlmudena)と い う城 郭 が あ っ た の
で あ る 。 そ の 名 はmadina(esp.ciudad)のア ラ ビ ア 語 の 示 小 辞 で,今 日 の 王 宮
の 場 所 か ち セ ゴ ビ ア街 の 谷 の 入 口 の と こ ろ ま で あ つ た もの で あ る 。 城 内 に は 領
主 の 居 宅 が あ り,主 と し て 軍 事 的 性 格 を もつ た 集 落 の 申 心 が あ り,ま た,あ とで
サ ン タ ・マ リー ア(SantaMaria)の教 会 と な る回 教 寺 院 も存 在 し て い た も の
で,上 記 の 城 郭 を,申 世 紀 の キ リス ト教 徒 た ち が 復 興 し て つ く っ た も の が 今
日,城 壁 の 一 部 と し て 残 され て い る こ と は 明 らか で あ る。(ハ イ メ・オ ル ベ ー ル ・
ア シ ン は,そ の協 力 者 た る友 人 の ブ リア ー ン ・ ヒメ ー ノ ・ モ ー ヤ と と も に,
Viaducto附近 の 台 惣 とそ の 跡 を 認 めfcと報 告 し て い る。)
城 市 に は 四 つ の 入 口 が あ っ た 。 モe・… ロ・人 の 門(PuertadeMoros),蛇の 門
(Pu6rtadeCulebra),別名 開 か ず の 門(PuertaCerrada),グァダ ラ ハ ー ラの
門(PuertadeGudalajara)およ び バ ル ナ ドゥ・ー一・の 門(PuertadeValnadfi)カ∫
そ れ で あ る 。 別 に ま た,野 外 に 通 ず る出 口 を一 つ もち,そ れ は アル ベ ー ガ の 門
(PuertadeAlvega)と呼 ば れ て い アこ。 市 部 に 通 ず る通 路 に も も う一 つ あ っ て,
16世 紀 末 ま で アル ムデ ー・ナ の 門(ArcodelaAlmudena)の 名 で 呼 ば れ て い
た もの だ が,そ れ は 今 日の マ ヨ ール(Mayor)街 の あ る と こ ろ と推 定 され る。
門 か ら門 へf街 を 横 切 っ て で きた マ ド リー の 集 落 は,35ヘ ク タ ー ル で,ト レ ー
ドの106ヘ ク タ ール よ り も遙 か に せ ま く,サ ラ ゴ ー サ の47ヘ ク タ ー ル よ り も,
、
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やや小 さい もので あった。
・さて ,回 教徒に よる占領 時代 の マ ドリーの周辺 の風物 はどんな具合であった
か といえば,そ れ は今 日と違 つて鯵然 た る繁 みにおおわれ ていた ことは疑 いを
容れ ない。回教 支配の イスパニアでは,他 の諸都 市で も同様 だが,都 市の申核
部 か ら外部 への逃 げ道 を もっていて,都 市の郊外には随処 に果樹,樹 木,草 花
などにか こまれ た耕地 や別荘の類 があった よ うであ る。 マ ドリーに あって も,
特 に中央か ら東部 および北 部がそ うで あった。 申 世紀 のマ ドリー界隅の地 名を`
考 え るさい,almunia(esp.huerto植込 み)と い うアラビア語の典型的地名
ま の寿
が存 在 す る こ とに 気 づ く。 ＼'1
こうし℃回数徒たちが都市周辺の随処に付けた地名は,後 々の市の特励法の
申 まで見出せ る もので,casadecampo(別荘)と い イス パ ニ ア語 の 云い方
も,も とは とい えば,こ こ らか ら出た訳語 なので あ る。だか ら,市 内外の各処
の地名には,回教徒 占領 時代 の繁 み を偲 ばせ る ものが随分 にあ るので あって,植
物 に関す る ものが 多い。た とえば,01ivo(オリーブ),Parra(ぶど うつ る),
ノ
Sa丘co(にわ と こ),Al鵬endm(は た ん き よ う),A1am.o(ポプ ラ),Olmo(に
れ),Rosal(ば ら),Granado(ぎくろ)な どが あ り,ま たLaGuindalera(み
ざ く ら畑),Huertas(果樹 畑),Jardines(庭),SieteJardines〈七 つ の 庭,今
日 のSanVicente>など の 名 も見 られ,事 実,近 世 ま で そ れ らの 土 地 に は,種
々 の 樹 木 が 生 育 し て い た もの な の で あ る 。
こ こで 問 題 に な るの は,こ れ らの樹 木 の 繁 茂 と水 の 関 係 で,マ ド リ ー の 高 度
で は,常 時 泉 水 も流 水 もな か っ た か らで あ る。 こ この 水 は,実 は,泉 か ら湧 出
す る もの で は な く,地 下 水 を と ら え て 導 入 す る,あ る特 異 の 技 術 に よ つ て 得 ら
れ た もの で あ っ た の だ が,こ れ に つ い て は 後 述 す る。 と もか く わ ず か な が ら
地 下 水 が そ の ま ま 得 られ た の は,た だ 高 原 の 断 崖 部 に お い て に 過 ぎ な か つ た
の で あ る 。 昔,こ の 地 に は,ア ブ ロ ニ ガ ー ル(Abrofiiga1)',カニ リr'＼ス
(Canモ11ejas),アラ ミー り.(Alamillo)の三 つ の 流 れ が あ っ て 水 を供1給 し て
・ い た と す る説 もあ るが
,そ れ は,猛 雨 の あ とに 限 られ た こ とが わ か る の で あ っ
て,架 空 の こ と に過 ぎ な い 。 と もあ れ,も と も と不 毛 の 高 原 に 集 落 が形 成 され
…
㌔ し'.
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るとい うことは,水 の供給 とい う根 本 的 な 問 題 を 除い ては考 え られない こと
で,古 代 わが出雲民族が好 んで 海辺や潟や湖の沿岸 を選んで居 住してい たこと
を想起す るまで もな く,文 化の進んでい る地方 にあっては,地 味が よ くて多 く
の農産物がで きるところ,水 害 を避 け得 てしか も飲料水 のあ るところに集団す
る。高原 や砂漢では,地 下水 の得 られ るところが 唯一 の集落の所在地で あった
ことは,地 理学 の教 え るところであ る。
マ ドリ炉の場合 も,創 建 者 たちが,い か に これを解決したかが説明 されなけ
れば,納 得 し難 いで あろ う。 そ こで先ず念頭 に うかぶのは,noriaと称 す る水
揚 げ水車が ア ラビア人た ちによって この地 に もた ら された ことであ るが,そ れ
はアラビア語でnaoraと云 った もので あって,マ ドリーtのキ リス ト教徒 た ちの
最初の資料 によって,こ れ を証 す る ことがで きる。 このnoriaは,現に19世紀
半ば ころまで も残 され ていた もので,至 極 時代的で,か つ絵 画的な特長 と印象
を,こ の首都 の風 物に添 えていた もので,今 日モロ ッコの都市な どに見 られ る
もの と同 じ ものが,以 前 は市内の風 呂屋 にまであった もので ある。 しか もこの
'
noriaを以てして も,マ ドリーの水 の問題 はいまだ了解し難 い。 とい うのは,
この深い穿孔 を要す る器具に よって も,周 辺 の灌概に こと足 りる水量が得 られ
た とは考え られない し,飲 料水 につい て も同様 だか らであ る。
首都お よび周辺 の需要に見合 う水 の問題 は,実 際には非常 に巧妙 かつ珍奇な
別 な手段で解決 されていた ものであ る。だか ら,回 教 マ ドリーを創建 し,申 世
お よび近 世の キ リス ト教マ ドリーを発展 させ る ことがで きたの も,そ のお蔭に
よった もの と云っ てよいので あ る。しかして,こ の給水 の方法は,東 方 か ら伝
え られた もので,最初 はイ ラン高 原,後ではすべ ての回教 国で,砂 漠 の平原 に都
市が建 て られ る.ような場合に,す ば らしい オアシスや植込 みがつ くられ るのに
役 だった もので ある。 このシステムは,ア ラビア人の移 住す ると ころにしたが
って漸次伝播 していった もので,遠 くア ジアお よび北 ア フリカに及 んで,そ れ
が 存在してい た ことはい うまで もない。
回教 世界でお こなわれていた この地 下水 を引 く方法は,き わ めて古 くか らあ
った ものの よfうで,往 古す でに ヘロ ド トスは,ペ ルシ ャ人が 戦闘に さいして,
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黒海の北部にあった シシア人を追跡す るのに多 くの井穴が障害となっていだと
ゆ
語ってい ると ころか らも察せ られ る。 ローマ人 も,ペ ル シ ャの地 でそれを知 っ
てい 起 らしいが,そ の伝播普及 は,も っぱ らア ラビア人に負 うもので あった。
この システムは,ベ ル シ ャではqanat,アラ ビ ア ではfakirまたはkizama,
アル ジ ェリアお よびチ ュニジア万面 ではfoggara,モロッコではjattaraと呼 ば
れ てい た。手順 は と云えば,要 す るに,地 下水 が引 き当 て られ る場所 に穿孔 し
てい くことで,灌 概がの ぞまれ る田圃や,補 給が必要 とされ る都市の高地 へ も
水 を とらえて これ を送流 す るゆ るやかな勾 配の通道 によってつなが り合 うよ う
に工 夫 していた もので,適当の高処 で,浸 透性 の ある砂 や含水 の地層 を通 して,
目的の耕地や都市部へ給水 していたので あ る。 マ ドリーの底土 は,こ の種 の方
法に適 していた こと も思い あわ され る。かよ うに して,ペ ル シ ャには東方第一
の ナ・fサブル(Naysabur)の町 が建 て られ,ア ル ジ ェ(Algiers)の南800キロ
の ど ころには,11世紀 に花 と開 き,や がて13世紀 には見す て られ てい ったサ ド
ラ ・ー一・ダ(Sadrata)の町 が つ くられた ことを想起す る。以来,現 在 ま で 砂 漠 の
下 に埋 まってい る この町 も,往 時は多数の人 口をかかえ,す ば らしい緑の周辺
を もっていた ものだが,こ れ はま った く以上 に述べ られた無数 の穿孔 につなが
る地下水道 の賜で あ る。 さ らに,愉 快 かつ興味の もたれ る ことは,12世紀 にお
いてモ ロ 。コの首都で,た しかに イスパニア人 の技師 と思われ るアブ ド・ア ラ
ー ・ベ ン ・ユ ヌス(AbdAlahbel1Yunus)なる男 が ,ア ル モラビ ド族(11世
紀の申 ごろ,西 部 ア フ リカに大帝国 を打 ち建 て,1093年か ら1148年まで,イ ス
パニアをその領国 に した民族)の 君主 の前で,こ の方法に よ る水 の導入の驚 く
べ き証 明を見せ てい る事実で あ る。 ところが不思議 な ことに,い ずれ の地理 学
者 も,オ リエ ンタ リス トも,こ れがわがセ ドリーに存在 した とは,誰 も云 って
いないので ある。だが,事 実 は,マ ドリーに もそれ が あったので あっ℃,原 始
集 落の型態か ら都 市に,ま た城市 に と,発 展 変貌す る可能 性 は,十 分 に これ を
備 え ていた と,回 教 徒た ちは信 じていたに違 いないので あ る。
以上 に述べ た回教徒 に起源 を もつマ ドリ・一の地下水導入の 古 来 の シス テ ム
は,無 論歴史家の研究の対 象 とはな らなか っ た よ うで あ るが,こ れ らは総 じ
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て,マ ドリーの 名の由来 をたずね る上には,や は り重要な ことと考 え られるの
で あ る。
次 に,マ ドリーの水道 に関連 せ る言葉 を調べ てみ ると,ア ラビア人や,そ の
治下 に混住 していた キ リス リ教徒た るモサ ラベ の生活の様相 を示 す痕跡の あ ら
われてい る ものが あ る。た とえば,
alcantara→alcantarilla(示小 辞)下 水 渠
は,残 水 処 理 の 放 水 路,す な わ ち 下 水 道 の 意 味 で は使 わ れ て お らず,も っ ぱ ら
飲 料 水 の 導 入 管 の 意 味 に 使 わ れ て い る 。 そ こで,こ のalcantarilllaの語 は,、一
般 に 〔橋,ア ・ー一チ〕 を意 味 す る ア ラ ビア 語 のa1-q6antaraから きた もの で は な
へ
く,地 下天然の飲料水 の水 路を指称 す る もの として,alq丘antarqが考 え ら.れる
わけで ある。東方 的な匂 い をとどめ る他の例 は,首 都の北方 に所 在 す る地 名
Canillasであ る。伏 流水 の量 か らい って,恐 らくは,最 も豊富な地帯 と思われ 、
1るが,そ の支脈 に,は じめCanilla(のみ くち)の 名を付 け た もの と思 わ・れ
る。つ ま り,Canillasの名は,も とア ラビア語 のaqniya音か らきた ものの=複
数で,こ れは ライムン ド・マル ティン(RaimundoMartin)のア ラビア語辞典'
に も出てい るので ある。qanaの 音でベル シdrの水道の意味 として も通 ってい
る。,
以上に水 道に関す る面か ら回教徒支配の時代 の マ ドリーを回顧 して きたが,
その時代 に あって,実 は,マ ドリーは二 つの名 を持っていた根拠が成 り立 つ こ
とを云わねばな らない。一っな云 うまで もな くロマンセ語で呼 ばれ,も う一つ
はアラビア語 で呼 ばれ ていた もので,こ の ことは,同 時代 の イスパニアの風土
の二重 的性格 を理解すれ ば肯かれ る ことで あろ う。
ロマ ンセ語 を解 してい76の の命 名は,西 ゴ ー ド時 代 の ものでMatriceが ・
すなわ ちそれで あ る。 ところが,モ サ ラベた ちは,e,i,oの 前 のC,k,oを
口蓋化す る習慣 が あったので,彼 らにはMatricheと発音 され て呼ばれ ていた
もの と想豫 され る。 その後 に,母 な る原流(arroyomatriz)たるマ ンサ ナ ー
レス河 の存在 への意識 が重 な り,や がてそれ が,マ ンサ ナー レス河に代 つ てア
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ラ ビ ア人 た ち の 事 業 に成 る 地 下 流 水 の 導入 が 便 宜 を あ た え る に至 る と,モ サ ラ
ベ た ち はi個 有 単数 のmatrizか ら,回 教 徒 た ち が つ 、く り上 げ た複 数 の そ れ を
念 頭 に 入 れ は じ め,こ こで 単 数 形 のMatriceま た はMatricheは接 尾 語 一itを
と り,集 合 名 詞Matrit(esp.laciudad、delasmatrices)にか え られ た もの で
曳 あ
る 。 この 接 尾 語 は 多数 の 観 念 を含 み,常 に地 形 的 性 質 の 豊 か な場 所 に 付 け ら
れ て い た こ とが 知 られ,Madridはmediodiaか ら きた とす る マ ヌ エ 一ール ・ゴ
メ ス ・モ レ ー ノ も,こ の 点 に つ い て は 見 解 を 同 じ く し て い る 。 回 教 徒 支 配 下 の イ
ヌパ ニ"の 地 名 で 一itで終 る もの は す こぶ る 多 く,ttキリス ト教 側 の 資 料 に も,
回 教 徒 側 の 資 料 に も,こ れ を見 る こ とが で き る 。そ れ が あ るい は,-iteにか わ っ
た り(Tamarite),-itoに移 っ た り(Villapalmito),また 一etとか(Miravet),
-eteとか に な っ た り(Cafiete),-edoや(Aledo),-edに変 じ た りし た もの で
(So,m.ed),同じ く 一idに変 っ た もの がMadridやEmbidで あ る。 こ れ らの 接
尾 変 化 の 源 は ラ テ ン語 の 一eゼuにほ か な らな い 。 す な わ ち,回 教 徒 支 配 時 代 の
判
イスパニアで は,た とえばFraxinetu(fresnedo)はFarajxnitとあ ら.tgめら
れ て読 み書 きされ た もので,こ れ は ラテ ン語 一etuがitと発音 された ことによ
るが,同 時にア ラビア語の複数 をあ らわすatが,あ る ところで はitと発音 さ
れ ていた こ との混 同をあわせ考 えねばな るまい。 さ らに一例 をあげる と,マ ド
リーに花剛岩 を供給 していたAlpedXeteの地名が ある。(以 前 はAlpetritと
も云 った。)これ はアラビ7語 の冠詞a1と ラテン語 のpetraの縮小 辞の合成 語
で,そ の意味 は,石 の 多 くあるpedrega1(石ころ地)と い うこ とにな る。
ら前述の とお り
,回 教徒治下の マ ドリーの呼び名 は,ア ラ ビア人に よる もの と
モサラベた ちに よ るもの とが共存 していたの で あ る。 づ ま り,モ サ ラ ベ が
Matritと呼 んで いた と きに,ア ラビア人 はMacheritと呼ん でいたので あ る。
このMacheritの名は当時 マ ドリーを指す場 合のすべ ての アラピ』ア語 の資料に
あ らわれ てお り,書 き物な どで相 当に広 く普及 していた もの と考 え られ,し た
がって,そ れ は現 在の セ ドリーに対 して最初に書 きあ らわ された名前 と云 えよ
う。 しか し,言 語学者 たち を長 く混惑 させ て きたMacheritの地 名 も,も とは
と云 えば,書 くすべ を得 なかった モサ ラベた ちによる 、Matritが,その原意 を
、㌧ 誓
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平俗 に ア ラ ビ ア語 に 麟 訳 しだ もの に過 ぎ な い 。 とい うの は,要 す るに,
Macheritはmadredeaguaまた はmatrizを意味す るmachra幽か らで きた
集合名詞で あることに気付か ぎるを得 ないか らで ある。地表 を流れ る河川で あ
れ,地 下流水 で あれ,と もか くmachrblが上記原意 の正確 なる蘇 訳で あること
は,ラ イ ムン ド・マル テ ィー ンの辞典 にて らして も明 らかで ある。
15世紀末に よ うや く民 族待望の国土 回復 が成 り,回 教にかわ ってキ リス ト教
が支配的 となる時代 が到来す るので あるが,・モー ロ人のい た地方 に しだいに ロ
マンセ語が浸滲 し,や が てそれが圧倒 してい く間に,ア ラビア語 もす こしずつ
マ ドリーか ら後 退 していった もの と考 え るの は至極 自然 なこ とで ある。すなわ
ち,こ の頃 おい,こ の世 か ら消え去 り,ま た敗北 せ る ものの常 として,ア ラ ビ
'
ア 名Macheritをもっ マ ド リー は ・ そ の 律 に く る ロマ ン セ 語M・t・itのマ ド リ
ーに完全 に勝利者の席を ゆず り,凱旋 の地位 をあたえ るわ けで あ る。
むろん,Ma{ritの勝 利 も早急に はあ らわれなかっためで あって国土 回復の後
も二 つの名は相競 った もの と思 われ るが ・ついにMacheritの名 は ～古典 や公
用語 に記 され るのみの,昔 日の威望 をと どめ るに過 ぎぬ もの とな ってい く。公
用語 として名残 を とどめたの は,ラ テン語流に書 かれ てい く場 合 と違 っ て,異
書 され る懸念がなかった理 由に因 ることで ある。
すで に,1190年に アラビアの科学 を勉強 す るために イスパニ アにやって きた
英 国人の ウィ リアム ・ス タンプ、'一一ド(WilliamStanfordt)も,マドリーに対
してその アラビア語名 を使 ってお り,ま た,マ ドリーに居 住 してペ ンを執 って
働 いていだ人 々の中 に も,ず っ と後 までMacherltを使 っk連 中が 多かったよ'
うで あ るが,他 方,そ の他の人々の問で はアラビア名 をかえっっ あったので あ
る。 同一土地 に付 け られ た二 つの地 名か ら くる多少 の混乱 は当然 まぬかれ難か
ったろ うと思われ るが,錯 雑 した様相 はあま り残 してはいないので あ る。聖王
フ 。ル ナン ド三 世 《FernandoIIIelSanto1199・s1252)や賢 王 アル フ ォン
ソ十 世の あ?か いに見 るまで もな く,13世紀の初期 にはほぼMatritの勝 利が
看取 され,事 実 ジマ ドリー市 当局の成文律申 に も,キ リス ト教徒 偲によ る呼称,
すなわちMatritが41回も見え てい るのに対 して,回 教徒飼によ るMacheritの
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呼称 は一度 あ らわれてい るに過 ぎないので あ る。
その間,MatritとMacheritが混用 され る場合 もあった こ と か ら,こ の 二
つの地名の 統 一 が も くろ ま れ,Macheritの.chがMatritに入っ た 結 果,
Machdritの形 もあ らわれたが,や がて消滅 していった ことが知 られ る。他 に
.Lも,当時 ローマ・人のtcむう していた近隣地 区Miaccumの名 か ら思 い つ い て
Mageriacumとか,Maiorituとかの形 が案 出された形跡 もあ り,し か も こ れ
が ラテン語maiorと 接近 した ことが考え られた ことは,は じめに ちょっ と記
したが,後 者は殊 に16世紀 以来現在まで,種 々 と論議 されて きた もので あ る。
イベ リア半島の中 央に位 す るマ ドリーが首都 に決定 され るにいたっだ要因の
一っは,何 といって も,こ こにすば らしい水が豊富に存 した こ とに よ る もの
で,当 地 の技術 家たちの勧告や意 見が フ ェリーペニ 世の決意 を容易に し,最 も
偉大 なる帝 国の首都 どして選 ばせ た もの と考 え られ る。 同じ く好位置 にあ り,
しか も有 為な るべ きはずの トレー ドが残 され,マ ドリーの地 が 選 ば れ た事 実
も,マ ドリー自身の名がそれを示 してい る ことで ある。事実,フ ェリーペ三 世
＼ が再び
この地 に首都 を移 して以来 の新市の特異の発展的推移 は,ま った くその
供給水 量に よる ことは明 らかで あって,あ らたな行政機 関が もた らせた膨沸 た
る当時の官僚社会の波にしたが って異常 な る人 口の増加 を見た ものであ る。
回教的環境の古い遺物 としてあった市 内外の庭園,畑,果 樹 園 な どの 多 く
が,そ の前進 の前 に消 えはじめ,日 に 日に家が建 ち,市 街 は急速に膨脹 じてい
たのであ る。 その状況 は,古 典作家 ことに ロペ ・デ ・ベ ・ーガ(LopedeVega
1562～1635)などの作品に も見 ら都 るのであって,前 日``水と花"の 見 られた
場所 に,夜 明けを迎 えた時には,家 が建 ち並んでいた,と いっ た 具 合 の 描 写
が,い かに も当時 を写 して余 りあ る。
新市 の発展 に ともな って水道技術者の活動 が 目立 ち,水 道 の復興 と拡張 のた
めニコシ ァ(Nicosia)生れの一外国人技師が,招 かれて市長 の宅に2年 間客 と
な って この問題 に当ったが うま くいかず,結 局,父 子相伝 の技術 を もってい た
マ ドリ 一ー・在 住の 親子 らしい2人 の技 師 と,カ ル メル会 の托鉢僧が協力 してその
事業 を仕遂 げに ことな ども,市 の古い資料 か らや かった ことで あった。前者の
し ㍉
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名 は,フ ア ン ・デ ル ・ リオe'エル ・ビatッ ホ(JuandelRio』elViejo)"tプア
ン ・デ ル ・ リ オ ・エ ル ・モ ー ソ(JuandelRioelMozo),後 者 の 名 は7ル ベ
ル ト ・デ ・ラ ・マ ー ドレ ・デ ・デ ィォ ス(AlbertodelaMadredeDios)。
16世紀 か ら17世紀 へ と時 が 進 ん で も,マ ドリー の 発 展 方 向 が 一 方 の 側 面,す
な わ ち北,北 東,東 の 方 向 に し か ふ くれ な か っ た こ と は,東 方 的 シ ス テ ム た る
地 下 水 路 の 裏 づ け と と もに 注 目す べ き こ と で あ る。
4・一一タ(Hita)の司 祭 で14世紀 に お け る最 高 の 詩 人,と い う よ り も小 説 「よ
き恋 の 書 」(Librodelbuenamor)の 著 者 と し て 有 名 で,ト レ ー ドの 大 司
教 ドン ・ ヒル ・デ ・ア ル ボ ル ノー ス(donGildeAlbomnoz)の命 令 で13年 聞
も幽 閉 さ れ た こ との あ る フ ア ン ・ ル ・fス ・デ ・ア ラル コ ン(JuanRuizde
Alarc6n)の言 に 「マ ドリrは ゴ水 で は べ ネ チ ァ(Venecia)をもあ ぎ む く。」
と あ る 。 仰 紀 しい が,そ の 繁 栄 を 誇 示 し た 自負 の 裏 に も,ひ っ きよ う 叙 上 の秘
密 が 存 し て い た こ とが 知 られ るわ け で,マ ン サ ナ ー レ ス 河 が 馬 で 渡 れ る世 に遭
っ て も,尽 き ぎ る泉 源 を地 下 に もち っ づ け て い る こ と は,そ れ が 一 種 の 湖 沼 都
市 で あ る こ と を 証 し て い る と云 え よ う。
そ れ に し て も,利 便 の と どか ぬ 高 原 を下 りて,マ ンサ ナ ー レス 河 の 畔 に,な
ぜ に 都 市 づ く りが は じ め られ な か っ た か は,古 来 の 不 思議 で あ る 。 今 日で も,
建 築 家 フェデ リー コ ・チュエ ー カ(FedericoChueca)が,その 名著 「マ ド リー
の 相 貌 」(ElsemblantedeMadrid)で述 べ て い る とお り,そ れ こそ 了 解 し
難 き,奇 異 な る こ と な の で あ る。 な ぜ,河 ま で 近 づ い て マ ン サ ナ ー レス の 涼 を
求 め な か っ た もの か 。 し か し,実 際 は,こ の 問 題 は 誰 も了 解 しえ な い だ ろ う。
この 都 市 の 存 在 の は じ め に 醐 ら て 推 測 さ れ る こ と は,謎 とい う 一 言 で 足 り るの
で あ る 。 遠 く,き っ す い の マ ド リ 。子 だ り し ロペ ・デ ・ベ ー ガ も,そ の 不 可 思
議 に し て 特 異 な る姿 を,
　 　 ノ
quetleneynotlenerlo,
queestゑellaltoynoestaenalto,
tquetieneynotienefrio
.s
(河 が あ っ て 河 の な き,
計 、
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高 きにあって高 きにな く,『'
寒 くしてまた寒 ぐな き)
と うた ってい る。
と もあ れ,マ ドリー の 存 在 理 由 に つ い て,向 人 も これ を理 解 し え な か っ た も
の な ら,そ の 名 の 意 味 が 一 つ の 神 秘 に 属 し℃ い た と い っ て も過 言 で は な さ そ う
で あ る。 ロペ ・デ ・ベ ー ガ が 「高 きに あ っ て 高 きに な く」 と云 っ た こ と も水 利
の 聞 題 の 解 決 に よ っ て,理 解 す る こ とが で き る筈 で あ り,し か もそ の 水 と い う
の は,マ ン サ ナ ー レス 河 の 水 に あ らず し て,土 地 自 体 に ひ そ む 水 に 関 す る こ
と は,前 に 述 べ た とお りで あ る。
か っ て19世紀 の 地 理 学 者 ゴ バ ン テ ス(GOvantes)も,首 都 の 起 源 に つ い て,
ラ テ ン語matrice説を と っ た し,まk,18世 紀 の ア ラ ビ ア語 学 者 カ シ ー リは,
Macherit説を支 持 し て,そ れ は"aquaeductumetcurriculum"、(lat.水道 と
路 線)の 意 昧 の ア フ リ カ 音 を 示 す も の で あ る と主 張 し た が,結 局 の ど ころ,
Madridはす な わ ち``madエe"であ る と 考 え ら れ る 。 換 言 す れ ば"madrede
3aguas"(水 流 の 源)な の で あ る。 が,そ れ は 同 時 に,国 家 的 盛 望 を 担 っ て 立 っ
て い た イ ス パ ニ ア に と っ て の"madreuniversal"(万有 の 母)で あ り,し か し
て それ は"madredelmundo"(世界 の 母)を 意 昧 し,まk,"madfedetodo
lobueno"(すべ て 善 な る もの の 母)を 暗 示 し,か つ は ロ ペ ・デ ・ベ 一ーガ の い
一 わ ゆ る"皿adredeIasciellcias"(学問 の 母)の 観 念 も内包 し て い た と 考 え る
こ と は 正 鵠 を失 し な い で あ ろ う。
1マ ド リー の もつ 地 名 に つ い て,決 定 的 に 容 認 さ れ た 見 解 か ど うか は,要 は 今
後 に ま つ もの が あ ろ うが,こ こに 示 され た 概 要("Arbor'・tomoXXVIII,1954』
所 載)の ほ ん の 概 要 か ら も,ハ イ メ ・オ リベ ー ル ・ア シ ンの 見 方,考 え 方 は 十
1分に これ を うか が う こ とが で き る と思 う。
つ ま り,音 声 上 の 単 な る推 測 に よ っ て そ の 名 を 探 る こ と をせ ず,語 源 に 関 す
る文 献 の 分 野 の な か で,地 名 研 究(toponomy)に地 勢 学(topography)を接 触
し て 考 察 を進 め て い る こ とで,そ の 点 で は は な は だ 興 味 の 持 た れ る こ と で あ
一 マ ド リ ・一 地 名 考'(43)
る。 占い時代 のマ ドリーの地 名の二重命名の現 象 を明 らかに してい ること も特
長的であ る。異民族 との接触面 の多か った ヨー ロ ッ・パのなかに往時 をお もうな
らば,そ れは,考 えに入れ るべ き事項 であろ う。 た とえば,イ スパニア北岸 に
あ るギプ ース コア(Guipttzcoa)の首都 の場合 も同様 で あって,イ ス パ ニア語
をしやべ る人 たちはSanSebastianと呼 び,バ ス ク語 をしやべ る人た ちの間
`ではDonostiaと呼1まれていtcもので ・ これ は,す なわ ち ・バ ス ク人 た ち が
san(また はsanto)の代 りにつか うdominuからきtdonと,Sebastianの
バスク語に よる呼び名stiaと の合成語で ある ことは知 られ るとお・りであ る。
一方 が文字 を もった 多数人の呼 び名で あるの に対 して,他 は,少 数人の 口の端
にのぼ るにす ぎない卑俗 な る呼称 であつた こと も併 せ 考 え て い い こ とで あ
る。'
多少趣 を異 にす るが,こ こで想起 され るの は北 海道の地 名であ る。周知の と
お り)t原住民 た るア・fヌの命名 に よるものが多いのであ るが ・それ ら1まプ アイ
ヌ語の原音 に漢字の音 をあてた ものあ り(シ ン トコー新得一 シン トク),訓 を
あて た もの あ り(ピ ロゥー 広尾一 ヒロオ),音 訓 をあわせあてている もの あ り'
(タイキー大樹一 タイキ),ま た,原 意の意訳 を漢字に現 わ した もの もある(ペ
ケ レペ ッー清水一 シ ミズ)と い った具合で,し ぜ ん 「鹿越 」 と 「幾寅」 な どの
ごと きアイヌ原語ユ ク トラシペ ッに由来す る訓宇 と意訳に よる 二重命 名の現 象
もあ りえたわけであ る・地 名探究の要点 につなが る意味では ・興趣 のない こと
で もあ る ま い 。
、
ひ っ きよ う,地 名は常 に歴史であ る。 マ ドリーについて は,こ とに,そ の名
は歴 史の浮彫の よ うな もので ある。 しか も,ラ フ ォ(Rafo)お よび リベ ーラ
(Ribera)両技師 の努力 の結果,は じめて,グ ァダ ラーマ山脈 に 発 す るロソー 、
ヤ(LOzoya)の流れ が この地 に達 した19世紀 にいた って,Madridの名はその
語 源的意味の現実 に こたえな くなった と考 え る;なら`ば,マ ドリーの歴 史にひ と
区切 りを打った もの とい えよ う。依然た る謎 を秘 めつつ も。
